
　

昨
年
四
月
、
天
皇
陛
下
よ
り
伊
勢
の
神
宮
の
次
回
遷
宮
に
つ

い
て
「
御
聴
許
」
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
「
御
聴
許
」
と
は
「
天

皇
陛
下
が
聞
き
入
れ
て
お
許
し
に
な
る
こ
と
」
で
あ
り
、
こ
の

「
御
聴
許
」
に
よ
り
い
よ
い
よ
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
の

準
備
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。　

　

伊
勢
の
神
宮
の
式
年
遷
宮
は
、
二
十
年
に
一
度
、
内
宮
外
宮

の
両
正
宮
を
始
め
摂
社
・
末
社
の
造
替
、
さ
ら
に
御
装
束
・
神

宝
も
全
て
新
し
く
整
え
、
新
た
な
御
神
威
の
輝
き
を
仰
ぐ
神
宮

の
最
も
重
要
な
お
ま
つ
り
で
す
。
持
統
天
皇
四
年
（
六
九
〇

年
）
よ
り
、
お
よ
そ
千
三
百
年
の
長
き
に
わ
た
り
繰
り
返
し
行

わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
前
回
の
第
六
十
二
回
は
平
成
二
十
五

年
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
次
回
の
第
六
十
三
回
は
令
和

十
五
年
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
令
和
十
五
年
ま
で
お
よ
そ
九
年
の
歳
月
を
か
け
て
、

神
宮
で
は
様
々
な
お
ま
つ
り
と
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
陛

下
の
「
御
聴
許
」
を
受
け
て
、
今
度
は
私
た
ち
国
民
が
一
つ
心

と
な
り
、
揃
っ
て
事
業
に
奉
賛
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
々
国
の
繁
栄
と
国
民
の
安
寧
・
豊
穣
を
祈
ら
れ
る
陛
下
の

大
御
心
に
、
国
民
の
限
り
な
い
敬
意
と
感
謝
の
思
い
が
一
つ
と

な
っ
て
進
め
ら
れ
る
式
年
遷
宮
。
な
ん
と
も
美
し
い
日
本
の
国

振
り
が
現
わ
さ
れ
る
と
き
が
、
ま
た
始
ま
り
ま
す
。

神
宮
式
年
遷
宮 

「
御
聴
許
」

切り絵『巳』　比企善彦   作



＊
大
神
神
社
に
つ
い
て

　
【
御
祭
神
】

　
【
配
祀
】

＊
大
神
神
社
と
茨
木
と
の
関
わ
り

「
神
婚
伝
承
」

大神神社でのご講話の様子

大神神社拝殿



＊
大
神
神
社
の
ご
祭
神『
大
物
主
大

神
』と『
大
田
田
根
子
』の
伝
承

黒井の清水大茶会

溝咋神社



　
　
　

十
二
月
三
十
一
日

　
　
　

一
月
一
日
午
前
十
時
斎
行

　
　
　

一
月
九
日
〜
十
一
日

　
　
　

一
月
十
五
日

　
　
　

二
月
二
日

　
　
　

二
月
六
日

　
　
　

二
月
十
一
日

　
　
　

四
月
八
日

　
　
　

四
月
十
八
日

　
　
　

六
月
三
十
日

花手水の様子 抜穂祭
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